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①新型コロナウイルス感染症及び電気・ガス・食料品等の物
価高騰の影響を受けている低所得世帯に対して給付金を支
給し、経済的負担の軽減を図る
②低所得世帯に対する給付金
③ⅰ令和5年度住民税非課税世帯
　　　30千円×1,306世帯＝39,180千円
　 ⅱ令和5年1月以降の家計急変世帯
　　　30千円×2世帯＝60千円
④R5年度分の住民税非課税世帯、令和5年1月以降の家計
急変世帯

R5.8.7 R5.12.8 39,240,000 39,240,000 - 

 
令和5年度住民税均等割非課税世帯
1,306世帯および収入の減少等により住
民税均等割非課税世帯と同様の収入状
況にある世帯（家計急変世帯）2世帯に支
給

給付金を支給することで、低所得世帯の
家計負担の軽減を図ることができた。
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騰支援給付金
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健康
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課社
会福
祉係

①新型コロナウイルス感染症及び電気・ガス・食料品等の物
価高騰の影響を受けている低所得世帯に対する給付金支
給に要する事務費
②低所得世帯に対する給付金事業に要する事務費
③ⅰ人件費：348千円（給付金事業のためかかり増しとなる
職員の時間外勤務手当）
　 ⅱ需用費：219千円　 　 ⅲ役務費：543千円
　 ⅳ委託料：2,372千円（システム改修、申請受付業務）
④令和5年度分の住民税非課税世帯、令和5年1月以降の
家計急変世帯

R5.8.7 R5.12.8 3,482,000 3,482,000 - 

電気・ガス・食料品等の物価高騰の影響
を受けている低所得世帯に対し、給付金
を支給するための、システム改修費等の
事務費3,482千円

システム改修等を行い、給付金を支給す
ることで、低所得世帯の家計負担の軽減
を図ることができた。
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①コロナ禍における原油価格・物価高騰に対応して、町民の
家計支援と地域経済の活性化を目的としたかほくほくほく応
援券を発行するもの
②町民一人当たり5,000円分の商品券発行及び事業委託料
③対象数：17,200人　単価：5千円　委託料　111,500千円（委
託料は商品券発行予定額を含む）
(県補助金　26,311千円    一般財源　13,882千円)
④全町民

R5.8.7 R6.3.26 105,625,255 71,307,000 34,318,255 

全町民を対象に、一人につき5,000円分
の商品券（電子か紙のどちらかを選択）
を、総額85,388,000円分（紙商品券
73,190,000円分、電子商品券12.198,000
円分）の支給を行った。

紙商品券71,243,000円、電子商品券
11.955,835円、総額83,198,835円の町内
での経済効果があった。
　初めて電子商品券を導入し、町内にお
けるキャッシュレス決済の普及を試みた
が、利用率が想定よりも低かった（約１
４％）。
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令和５年度　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金活用事業の事業実施結果及び効果検証
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事業計画の概要
①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③積算根拠（対象数、単価等）
④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

交付対象事業
の名称


